
公的ストックの有効活⽤例（⼟地の使⽤権の設定：特定⽬的会社による公的不動産の活⽤）

○ 事業者
宮崎グリーンスフィア特定⽬的会社

○ 計画概要

○ 事業スキーム

項⽬ 概要
実施主体 宮崎県・宮崎市
敷地⾯積 約10,570㎡（県有地 約6,200㎡、市有地 約4,370㎡）
事業期間 宮崎県・宮崎市と事業者間で期間20年の事業⽤定期借地権設定

契約を締結（平成22年2⽉）

事業実施

手法

公共施設整備 バスターミナル・市営駐⾞場を市が整備。
広場；⺠間事業者が整備。他：⺠間整備＋テナント⼊居

⺠間活⽤⽤地 事業⽤定期借地権による貸付

整備施設

公共 バスターミナル（敷地⾯積1,570．27㎡）、バス待合所、観光
案内施設、公営駐輪場（約117㎡）、広場（約3,011㎡）

⺠間 宮崎グリーンスフィア壱番館（延床⾯積19,136㎡）
⽴体駐⾞場、駐輪場

事業規模

公共 総事業費（バスターミナル）約1.3億円

⺠間 ■総事業費約47億円 ■⼟地賃料 県/約2,550万円・年 市/
約1,379万円・年 ■保証⾦ ⼟地賃料の年額相当額

 外観

出典：国⼟交通省HP、KITEN HP

 施設概要 複合施設

駐車場駐輪場

主な特⾊
 公共の未利⽤地を活⽤して⺠間が施設整備を⾏うことで、

利便性の⾼い交通結節拠点が整備された（PRE)
 ⺠間事業者は資産流動化法に基づく特定⽬的会社（TMK)

を設⽴し、TMKが宮崎県・宮崎市と事業⽤定期借地権設定
契約を締結している。

 TMK向けには⺠都機構のまち再⽣出資制度に基づく出資も
⾏われており、⺠間資⾦の呼び⽔効果となっている。

【効果】⺠間事業者への⼟地賃貸による貸付料収⼊が県・市
の財政負担軽減に繋がっている。

○ 宮崎県及び宮崎市が所有する駅前未利⽤地を活⽤し、交通センターとともに新しい拠点的な施設を整備。
特定⽬的会社を設⽴するとともに、事業⽤地定期借地権設定契約を締結。

宮崎駅⻄⼝拠点施設整備（宮崎県・宮崎市）
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（出典）財務省ホームページ 「全国財務局の地域連携事例集」

公的ストックの有効活⽤例（⼟地の譲渡／使⽤権の設定：国公有財産の最適利⽤）
⼤阪府枚⽅市における国公有財産の最適利⽤〜市役所、府⺠センター、税務署等の⼀体整備〜
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